
IGー541貯蔵容器室の広さは
メンテナンスに必要なスペースも考慮に入れて。

つい見過ごされてしまいがちですが、IGー541貯蔵容器室は消火剤を保存する大切
な場所。その広さは、定期的にメンテナンスを行うことも考慮に入れておかなければ
なりません。そこでIGー541貯蔵室は最低2mの高さが必要となります。システムの
設計は、まず必要な消火剤量と貯蔵容器の本数を計算し、その設置に必要なスペー
スを確保することからスタートします。
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システム設計前のチェックポイント

ガス系消火設備比較表

IG-541最適な消火システムを設計するためのチェックポイント

IG-541IG-541 消火剤の設計基準

建物構造や周囲状況などを考慮に入れて最適なIGー541消火設備を設計するために、
各種図面やお客さまとの事前打ち合わせで、いくつかの点を確認しておく必要があります。

対象区画内にある構造物、
機械等を詳しくチェック。

人体に影響がない消火ガス濃度以下にするため、対象区画内の防護空間は密閉空間
などを差し引いて消火剤量を計算する必要があります。対象区間内にある構造物、機
械等を詳しくチェックしましょう。

避難口が確保されて
いるかをチェック。

火災や事故が発生したときのために、避難口は必ず確
保しておかねばなりません。避難口は2方向に各1ヶ所
設けること、表示灯や手動起動装置などを配置すること、
また扉の開く向きが必ず外向きであることなどが必要
とされています。

建物構造を消火システム設計の
視点から再チェック。

消火システムは建物構造に合わせて、火災の検知・消火・避難といった一連の動きが
スムーズに流れるように設計されます。そこでは建物の規模や面積、レイアウト、天井
の高さなど細かい数値が必要なため、平面図、立体図、断面図、梁状図などの各種図
面を消火システム設計の視点から改めて見直さなければなりません。消防法で定め
られている事柄等もあるため、消火システムにあわせて建物の構造を大きく変えね
ばならない場合があります。（開口部は認められません。）

防護対象区画をチェック。

防護対象区画の状況を確認します。気密性は十分か、消
火剤放出時に開口部は閉鎖することができるか、換気
は停止できるか、ダンパーは閉める必要があるのか、フ
リーアクセスなどないのか状況を確認します。

放出した消火剤を
排出する開口部をチェック。

消火後の残留ガスは安全な場所に排出しなければなりま
せん。

設計前のチェックポイント＆設計基準

IG-541と他のガス系消火設備との比較

IG-541ガス系消火設備比較表
 ガス系の消火設備には、不活性ガス消火設備とハロゲン化物消火設備があります。
ハロン1301にくらべ、IG-541は「人体への安全性」と「地球環境保全」を兼ね備えています。

必要消火剤量の算出

必要消火剤量A（㎥）＝防護容積V（㎥）×消火剤係数0.472㎥／㎥

設置貯蔵容器本数

1本当たりの放射ガス量設置貯蔵容器：22.6㎥/83L
必要消火剤量A（㎥）÷1本当りの放射ガス量≦設置貯蔵容器数N（本）

最高許容濃度の確認

人体に影響のない消火剤濃度（NOAEL）43％以下である事を確認します。
C＝｛1-exp(-　）｝×100≦43％
C：防護区画の消火剤濃度
W：放出消火剤量（㎥）
22.6㎥×N本
V：防護区画の空間容積（㎥）
（防護区画の容積から低減体積（気密構造体）を差し引いた容積）

V̶
W

消火剤放出時間

必要ガス量の90％を1分以内に放出します。

避圧開口の設置

気密性のよい防護区画の場合、消火剤放出時の区画内内圧
上昇により破壊されないように避圧開口を設けます。
A＝134×Q／  Pー△pーpu
A：レリーフダンパーの開口面積（㎠）
Q：最大放出ガス量（㎥／min）＝W（全放射量）×0.9×1.6
P：許容区画内圧力（Pa）
　 例　2重天井・パーテーション：800
 耐火コンクリート構造：2000
 網入ガラス：2000
 シャッター：600

△p：ダンパー、ダクト等の損失
pu：外気風圧（pa）

環
境
評
価

貯
蔵
容
器

配
　
管

設
　
計

項目

方式 不活性ガス消火設備 ハロゲン化物消火設備

IG-541
消火設備

IGー100（窒素）
消火設備 二酸化炭素消火設備 ハロン1301消火設備

酸素濃度希釈

無毒

0

0

なし
室内圧力上昇
（避圧装置必要）

0.97

0.98

12.5％

変化なし

必要
（非常電源付一般換気利用可）

5

IG-100

N2

無色無臭（臭い添加）

気体

20.3㎥/83L

容器内圧力

Sch.80/40

約200m

必要

音声警報

0.516㎥/㎥

- - -

60秒

原則自動

なし

酸素濃度希釈と冷却

毒性はないが、
8％以上の濃度で
中毒の危険

0

1

冷却衝撃、
着霜の恐れ有り。
室内圧力上昇

1.52

1.21

13.6％

35.4％

必要

3.5

CO2

CO2

無色無臭

液体

55kg/82.5L

容器質量

Sch.80

約100m

不要

音声警報

0.8kg/㎥

5.0kg/㎡

60秒

原則不可：無人室は可

なし

燃焼連鎖反応抑制

無毒性濃度
NOAEL：5％

10

4900

結露の恐れ有り
腐食性ガス発生

5.14

1.21

20.0％

変化なし

必要

1

BFC-1301

CF3Br

無色無臭

液体（窒素で加圧）

60kg/68.0L

容器質量：内圧力

Sch.40

約100m

不要

音声警報

0.32kg/㎥

2.4kg/㎡

30秒

原則可

あり（有毒）

※当社測定値
製品改良・改善のため、仕様その他を予告なく変更することがあります。
また、他社製品についても最新の仕様と異なる場合がありますが予めご了承下さい。

消火原理

人体への安全性
（米国NFPAによる）

ガスの対
空気比重

オゾン層破壊係数ODP

地球温暖化係数GWP

ガス自体

ガス自体

設計濃度で混合後

対象物への影響

放出後の室内酸素濃度

放出後の室内CO2濃度

放出後のガス排出装置

必要ボンベ数の比較

ISOの記号

化学式

臭い・色

熱分解生成物

ガス貯蔵状態

充てんガス量

ガス量判定方法

配管材料

許容最長等価管長距離

室内圧力排出の避圧装置

放出前の警告

基準設計ガス量

開口部補正

放出時間

自動放出方式

酸素濃度希釈

無毒

0

0.08

なし
室内圧力上昇
（避圧装置必要）

1.17

1.07

13.1％

3.1％

必要
（非常電源付一般換気利用可）

4

IG-541

N2 52％  CO2 8％
Ar 40％

無色無臭

気体

22.6㎥/83L

容器内圧力

Sch.80/40

約200m

必要

音声警報

0.472㎥/㎥

- - -

60秒

原則自動

なし


